
JUNIOR LEADERS
　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
年
齢
の
異
な

る
仲
間
と
一
緒
に
、
家
や
学
校
と
は
違
う

体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

第
１
回
は
、
６
月
28
㈯
・
29
日
㈰
（
１

泊
２
日
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

対　

象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

○

市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
５
年
生

～
高
校
生

○

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
方
（
部

活
・
大
会
な
ど
で
、
や
む
を
得
な
い
事

情
に
よ
る
欠
席
は
可
）

定　

員

○

中
学
生
15
人

○

小
学
５･

６
年
生
10
名

○

高
校
生
５
人

※
高
校
生
は
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
運
営
に

関
わ
り
ま
す
。

※
参
加
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考

を
行
い
ま
す
。

参
加
料　
食
事
回
数
×
６
０
０
円

申
し
込
み

　
５
月
20
日
㈫
ま
で
に
電
子
申
請
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
子
申
請
が
で
き
な

い
場
合
は
、
地
域
学
校
協
働
本
部
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
参
加
者
か
ら
の
声

○

い
ろ
い
ろ
な
年
代
の
人
と
も
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

○

知
ら
な
い
人
に
話
し
か
け
て
対
話
が
で

き
、
い
ろ
い
ろ
な
知
識
が
増
え
た
。

○

災
害
に
関
す
る
こ
と
や
歴
史
、
異
な
る

年
齢
の
仲
間
た
ち
と
の
上
下
関
係
も
学

べ
て
よ
か
っ
た
。

○

移
民
や
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い

て
学
ぶ
な
ど
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

こ
と
を
知
っ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

 

な
ど

募集
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
先
生
を
目
指

し
て
い
る
方
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
地
域
学

校
協
働
本
部
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

家 と 体や は 験学 違 を校 う

ジュニアリーダー育成事業

問い合わせ
　地域学校協働本部（生涯学習課内）　☎53-5800

参
加
者

募
　
集

ジュニアリーダー令和６年度の活動

第１回（６月15・16日）自然の家やさか
緊張感漂う中の初顔合わせでしたが、レクリ
エーションや食事作りなど、みんなで活動す
ることで、すぐに仲良くなりました。パナソ
ニック株式会社から講師を招き、環境問題を
学習し、LEDランタンを作成しました。

第３回（９月14・15日）自然の家やさか
防災をテーマに広島県の自主防災アドバイ
ザーを招き、自分の住んでいる地域のハザー
ドマップを作成しました。また、実際に災害
に遭遇された方の体験談を読み、自分の意見
を発表しました。

第４回（10月14・15日）自然の家やさか
人間の多様性をテーマに、ここいろhiroshima
から講師を招き、LGBTQとは何かを学習し
ました。また、第6回の企画を自分たちで協力
しながら考えました。

第２回（７月31日）
岩国市ミクロ生物館、日本ハワイ移民資料館
ミクロ生物が地球環境に大きな影響を与え
ていることや、ハワイに移住した周防大島の
人々のことを学習しました。

第５回（11月10日）自然の家やさか
谷和神楽団の神楽を鑑賞した後、実
際の衣装を着たり、楽器を奏でたり
しました。

第６回（12月22日）
下瀬美術館、晴海臨海公園など
自分たちで考えた企画を実行し、最
後まで楽しむことができました。ま
た、反省点も自覚することができ、よ
い学習となりました。

電
子
申
請
は

こ
ち
ら
か
ら
︒

OTAKE TOMIGUSUKU
と　

き

　
８
月
４
日
㈪
～
７
日
㈭
（
３
泊
４
日
）

対　

象

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
市
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
中
学
１・
２

年
生

②
心
身
と
も
に
健
康
で
規
律
あ
る
行
動
が

で
き
る

③
事
前
研
修
・
事
後
研
修
に
参
加
で
き
る

※
事
前
研
修
は
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

（
日
帰
り
２
日
間
）
を
予
定
。
事
後
研
修

日
程
は
未
定

④
２
年
間
参
加
で
き
る

定　

員　
10
人

※
申
込
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選

考
を
行
い
ま
す
。

参
加
料

７
年
度　
６
０
０
０
円

８
年
度　
３
万
６
０
０
０
円
（
予
定
）

※
別
途
事
前
研
修
費
用
（
食
事
数
×
６
０

０
円
程
度
）
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

活
動
内
容

①
沖
縄
と
広
島
の
戦
争
・
文
化
・
歴
史
・

産
業
な
ど
を
学
ぶ
。

②
戦
争
関
連
施
設
や
文
化
施
設
の
見
学
、

戦
争
体
験
談
の
聴
講
な
ど
を
行
う
。

③
研
修
後
に
感
想
文
を
作
成
し
、
報
告
会

で
発
表
す
る
。

④
学
習
し
た
成
果
を
各
学
校
、
地
域
社
会

に
還
元
す
る
。

申
し
込
み　
５
月
30
日
㈮
ま
で
に
電
子
申

請
シ
ス
テ
ム
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

玖
波
中
学
校
の
３
年
生
が
昨
年
の
12
月

に
、
修
学
旅
行
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し

て
、
大
竹
市
の
名
所
や
特
産
品
、
グ
ル
メ

な
ど
を
紹
介
す
る
折
り
本
を
４
種
類
作

成
。
19
人
が
４
班
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ

テ
ー
マ
を
決
め
、
約
半
月
か
け
て
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
で
は
、
通
天
閣
の
前
で
﹁
な

に
わ
の
商
人（
あ
き
ん
ど
）体
験
﹂と
し
て
、

弥
栄
ま
ん
じ
ゅ
う
や
和
紙
な
ど
、
大
竹
市

の
特
産
品
約
３
０
０
個
を
２
時
間
で
完

売
。
１
０
０
部
持
参
し
た
折
り
本
も
全
て

配
り
切
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
の
金か

ね

行ゆ
き

こ
こ
ろ
さ
ん
は
折
り

本
の
製
作
を
通
し
て
﹁
計
画
を
立
て
た
り
、

文
章
を
ま
と
め
た
り
す
る
力
が
付
き
ま
し

た
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

事
業
説
明
会

と　

き

　
５
月
10
日
㈯ 

11
時
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
総
合
市
民
会
館

沖縄県豊見城市と大竹市の中学生が相互に訪問し、平和学習
や体験活動、集団宿泊などを通して、広い視野と友情を育みま
す。今年度は、豊見城市の中学生を迎え入れ、大竹市近郊で交
流します。来年度は、今年度参加した中学生が、豊見城市近郊で
交流します。
※２年間を通じての事業です。

お とお みた ぐけ すく

中学生交歓交流事業

問い合わせ
　生涯学習課　☎53-5800

参
加
者

募
　
集

大
竹
市
の
魅
力
を
県
外
に
発
信
！

玖
波
中
学
校
３
年
生
が

大
竹
市
の
折
り
本
を
作
成

電子申請は
こちらから。

◆
過
去
の
豊
見
城
市
近
郊
で
の
内
容
◆

◆
過
去
の
大
竹
市
近
郊
で
の
内
容
◆対馬丸記念館見学、平和祈念公園見学、ひろしま

の塔見学、戦争体験講話、DMMかりゆし水族館
見学、藍染め体験、海水浴、国際通り散策など

４種類の折り本を持つ金行さん。

広島平和記念式典参列、広島城見学、錦帯橋見学、
広島平和記念資料館見学、被爆体験講話、しゃも
じ作り体験、宮島散策など
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広
島
広
域
都
市
圏
内
で
活
動
す
る
地
域

団
体
が
、
団
体
間
の
交
流
や
地
域
資
源
の

視
察
な
ど
で
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
際

の
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
団
体

①
地
域
活
動
団
体
（
自
治
会
、
地
区
社
協
、

子
ど
も
会
な
ど
）

②
産
業
関
連
団
体
（
商
店
街
、
農
協
、
事

業
組
合
な
ど
）

﹇
条
件
﹈　

運
営
に
関
す
る
規
程
（
規
約
、

会
則
、
定
款
な
ど
）
が
あ
り
、
地
域
の
維

持
や
課
題
解
決
、
活
性
化
な
ど
に
つ
な
が

る
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
こ
と
。

対
象
事
業

①
交
流
事
業

　
対
象
団
体
同
士
が
交
流
す
る
事
業
な
ど

　

 ︻
補
助
率
・
上
限
︼
10
分
の
10
（
Ⓐ
ま
た

は
Ⓑ
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
金
額
:
Ⓐ
参

加
人
数
×
１
万
円　
Ⓑ
１
事
業
20
万
円
）

②
単
独
事
業

　

 

対
象
団
体
が
広
島
広
域
都
市
圏
内
の
地

域
資
源
の
視
察
な
ど
を
行
う
事
業

　

 ︻
補
助
率
・
上
限
︼
２
分
の
１
（
Ⓐ
ま
た

は
Ⓑ
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
金
額
:
Ⓐ
参

加
人
数
×
５
千
円　
Ⓑ
１
事
業
10
万
円
）

申
請
手
順

　

活
動
実
施
前
に
事
前
協
議
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。
活
動
を
実
施
す
る
月
の
前
月

１
日
か
ら
活
動
実
施
日
の
お
お
む
ね
２
週

間
前
ま
で
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

市
民
活
動
団
体
が
提
案
・
実
施
す
る
事

業
を
募
集
し
、
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
団
体

　

市
内
の
３
人
以
上
で
活
動
す
る
非
営
利

活
動
団
体
（
代
表
者
、
会
則
な
ど
を
定
め

て
い
る
団
体
に
限
る
）

対
象
事
業

　

地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
事
業

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
事
業

①
市
民
を
対
象
と
し
て
い
る
（
特
定
の
個

人
、
団
体
な
ど
の
み
が
利
益
を
受
け
る

も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

②
非
営
利
で
自
主
的
・
主
体
的
に
提
案
実

施
す
る

③
令
和
８
年
３
月
末
ま
で
に
実
施
・
完
了

で
き
る

申
し
込
み

　

申
請
書
に
事
業
計
画
書
な
ど
の
必
要
書

類
を
添
付
し
て
、
５
月
７
日
㈬
か
ら
６
月

27
日
㈮
ま
で
に
市
民
課
へ
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
民
課
ま
た
は
公
共

施
設
（
各
支
所
、
各
公
民
館
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
サ
ロ
ン
、
サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
）
に
募
集

要
項
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
申
請
の
前
に

必
ず
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

広島広域都市圏交流活動促進事業

地域団体の活動で利用した
公共交通経費を補助

問い合わせ
� 企画財政課　☎59-2125

※団体の活動内容によって申請窓口が
異なります。

事
業
の
詳
細
は
広
島
広
域

都
市
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
実
施
例
】三
世
代
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
で
活
用

元町２丁目自治会が、この補助金を活用し、三世
代交流バスツアーを実施しました。オコスタ広島
駅でお好み焼きづくり、エディオンピースウイン
グ広島で施設見学、やまだ屋おおのファクトリー
でもみじまんじゅうづくりを体験し、未就学児か
ら80代までの幅広い世代で交流を深めました。

こ
う
す
れ
ば
も
っ
と
よ
い
ま
ち
に 
そ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集

地
域
に
貢
献
す
る
市
民
活
動
団
体
を
助
成

市
民
活
動
支
援
事
業

問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
59
２
１
４
２

助成金の種類など
助成金の種類 スタート支援助成金 ステップアップ支援助成金
活動歴の別 4月 1日現在で活動歴が 3年未満の団体 4月 1日現在で活動歴が 3年以上の団体
助成内容 活動歴が３年に達する年度までを限度に

最大 3回まで交付可
団体が新しい課題を掲げて発展的に取り
組む事業につき 1回のみ交付

上限額 5万円／回 10万円
選考方法 申請書類による審査（申込順）

※予算上限に達した時点で募集を終了し
ます。

6月 30 日（月）以降に申請書類による
審査をし、予算の範囲内で評価点数の高
い順から採用します。

備��考 この助成金以外に財政的支援を受けることができる事業は、この助成金を受ける
ことはできません。
団体そのものの運営費用に充てられる場合や事業性がないものは、この助成金を
受けることができません。

※まずは市民課に相談してください。

ひろしま都市犬はっしー

内　

容　

旅
の
魅
力
や
思
い
出
、
友
竹
さ

ん
の
人
生
観
な
ど
の
話
。
自
転
車
の
展
示

も
あ
り
ま
す
。

講　

師

　

友
竹
亮
介
さ
ん
（
広
島
県
出
身
・
神
奈

川
県
在
住
冒
険
家
）

定　

員　
60
人
程
度

申
し
込
み

　
５
月
７
日
㈬
か
ら
15
日
㈭
ま
で
に
、
玖

波
公
民
館
へ
電
話
か
、
電
子
申
請
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
自
転
車
乗
車
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
、

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
と
、
事
故

時
の
負
傷
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
ヘ
ル
メ
ッ
ト

○

令
和
７
年
６
月
１
日
以
降
に
市
内
店
舗

で
購
入
し
た
新
品
の
も
の

○

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
な
ど
の
安
全
基
準
に
適
合

し
た
も
の

補
助
金
額
・
要
件

○

購
入
費
の
２
分
の
１
の
金
額

　
（
た
だ
し
、
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

上
限
３
０
０
０
円

○

ク
ー
ポ
ン
や
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
使
用
し

た
場
合
は
、
値
引
き
後
の
金
額
が
購
入

費
と
な
り
ま
す
。

○

年
度
に
か
か
わ
ら
ず
、
１
人
１
回
１
個

ま
で

○

予
算
上
限
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を

終
了
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

○

大
竹
市
に
住
民
票
が
あ
る
方

○

市
税
の
滞
納
が
な
い
方　
な
ど

申
請
に
必
要
な
書
類

○

申
請
書
（
申
請
者
の
押
印
が
必
要
）

○

領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
写
し

　
（
購
入
者
、
購
入
日
、
購
入
価
格
、
商

品
名
、
購
入
店
舗
が
確
認
で
き
る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
の
場
合
、
余
白
に
購
入
者
名

を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

○

安
全
基
準
が
確
認
で
き
る
書
類

　
（
保
証
書
や
説
明
書
の
写
し
ま
た
は
本

体
貼
り
付
け
の
認
証
マ
ー
ク
写
真
な
ど
）

○
申
請
者
の
通
帳
な
ど
の
写
し

　
（
金
融
機
関
、
支
店
名
、
口
座
名
義
、
口

座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の
）

申
請
方
法

　
市
民
課
に
持
参
、
ま
た
は
郵
送

〒
７
３
９-

０
６
９
２

　
大
竹
市
小
方
１
丁
目
11
番
１
号

　
大
竹
市
役
所　
市
民
課
自
治
振
興
係

※
郵
送
の
場
合
、
電
話
番
号
を
記
載

○

補
助
対
象
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、
保

護
者
が
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○

住
民
票
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
代
表
者
が

代
理
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
書
の
設
置
場
所

　
市
役
所
（
市
民
課
）、
各
支
所
（
大
竹
・

栗
谷
・
玖
波
）、
総
合
市
民
会
館
、
ア
ゼ
リ

ア
お
お
た
け
、サ
ン
ト
ピ
ア
大
竹
、お
が
た

ピ
ア
、
栄
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ

ン
玖
波
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
元
町
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン
栄
町

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
間

６
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

　

郵
送
の
場
合
は
、
消
印
日
が
申
請
期
間

内
で
あ
れ
ば
有
効
。

ジュニアリーダーと学びのカフェ合同開催
冒険家友竹亮介さん講演会

世界を巡る自転車旅
－南北アメリカ大陸縦断を終えて－

5月17日㊏  13時30分▶15時（13時開場）
玖波公民館

いっしょに冒険気分を味わいましょう！世界を
股に掛けた自転車旅を終えた友竹亮介さんの
講演会を開催します。『玖波公民館学びのカ
フェ』と『ジュニアリーダー育成事業ドリーム
講座』の同時開催企画です。

問い合わせ　玖波公民館　☎ 57-7084

電
子
申
請
は

こ
ち
ら
か
ら
。

安全基準マークの例

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費
を
補
助

　

補
助
金
額　

最
大
３
０
０
０
円

　

―
令
和
７
年
６
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
新
品
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
対
象
―

　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

☎
59
２
１
４
２

市ホームページ
はこちらから。
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